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第3回 インフラ点検技術講演会

開 催 日 ： 2025年4月14日（月）
講演会10：30～17：00 懇親会17：20～19：20

会 場 ： きゅりあん(品川区立総合区民会館)(詳細は裏面)

参 加 費 ： 講演会 3,300円 ・ 懇親会 5,500円 (税込)

定 員 ： 100名

10：30-10：35 開会挨拶 日本非破壊検査工業会 理事長 長岡 康之

10：35-11：35 道路トンネルにおける三巡目点検に向けた新技術活用の現状と課題

パシフィックコンサルタンツ株式会社 交通基盤事業本部 技術理事 安田 亨

11：40-12：40 点検業務の効率化に関する新技術およびその適用に関する課題と展望

京都大学名誉教授， ドローン測量教育研究機構 代表理事

国土地盤情報センター 理事長， NPO法人 あすの夢土木 理事長 大西 有三

12：40-13：40 昼食休憩（60分）

13：40-14：40 中国地方整備局のインフラ(橋梁)点検診断に係る取り組み

国土交通省 中国地方整備局 中国道路ﾒﾝﾃﾅﾝｽｾﾝﾀｰ センター長 鈴木 晃

14：45-15：45 AI橋梁診断支援システム【Dr.Bridge】を用いた小規模橋梁点検

株式会社日本海コンサルタント 担当技師長（道路）兼 ＡＩ技術室 室長 安藤 正幸

15：45-15：55 休憩（10分）

15：55-16：55 法令定期点検三巡目の要領改定と道路構造物技術基準

国土交通省 道路局 国道・技術課 （技術企画グループ） 企画専門官 近藤 弘嗣

16：55-17：00 閉会挨拶 日本非破壊検査工業会 実行委員長 渡邊 正宏

17：20-19：20 懇親会（同会場7階）

2014年度以降、橋梁、トンネル、道路附属物等について、５年に１度の点検が義務化され、
2024年度からは三巡目の点検が行われています。資格者の需要はますます増えるとともに、
資格者には最新の知識と技能が求められます。三巡目点検の現状と課題及び最新の点検技
術に関する講演を以下のとおり開催いたします。

お申し込みはこちら

申込締切：3/31

【テーマ】
三巡目点検と新技術活用の現状と展望

一般社団法人 日本非破壊検査工業会

公益社団法人 土木学会
一般財団法人 橋梁調査会
一般社団法人 建設コンサルタンツ協会
一般社団法人 全国土木施工管理技士会連合会
一般社団法人 日本橋梁建設協会
一般社団法人 日本非破壊検査協会

本講演会にご参加いただいた方に
は、土木施工管理技士会連合会
のCPDSを発行いたします。

主 催：

協 賛：

(順不同）

一般社団法人 日本検査機器工業会
一般社団法人 日本メンテナンス工業会
一般社団法人 日本溶接協会
産報出版株式会社
株式会社日刊建設通信新聞社
日本工業出版株式会社



会 場 ア ク セ ス

お 問 い 合 わ せ

きゅりあん（品川区立総合区民会館）

1F 小ホール（講演会）
7F イベントホール（懇親会）

東京都品川区東大井5-18-1

JR京浜東北線・京急大井町線・りんかい線

「大井町駅」より徒歩2分
会場アクセス

一般社団法人 日本非破壊検査工業会 事務局
〒101-0047
東京都千代田区内神田2-8-1 冨高ビル3F
TEL 03-5207-5960

講演会詳細はWebサイトまで
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